（3） 廃棄物等運搬車両の走行による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

1） 予測概要
廃棄物等運搬車両の走行による事業計画地周辺への二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の影響について予測した。

予測の概要は、表5-1-23に示すとおりである。

表5-1-23　廃棄物等運搬車両の走行による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測概要
	予測項目
	二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

	予測地点

（図5-1-8）
	自動車騒音の現地調査を実施した地点

①地点１：市道唐国久井線の沿道

②地点２：国道170号の沿道（和泉丘病院）

③地点３：国道170号の沿道（道の駅いずみ山愛の里付近）

	予測手法
	拡散計算式（プルーム・パフモデル）

	予測時期
	廃棄物等の運搬が最大となると想定される稼働条件の時期


1 予測の基本的な考え方

廃棄物等運搬車両の走行に伴い発生する二酸化窒素及び浮遊粒子状物質を、数値シミュレーションによる定量的な手法により予測を行った。
2 予測地点

予測地点は、図5-1-8で設定した市道唐国久井線の春木町、国道170号の和泉ヶ丘病院及び道の駅いずみ山愛の里付近の沿道とした。

予測地点の道路概要及び道路断面は、図5-1-9に示すとおりであり、予測の高さは地上1.5mとした。
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図5-1-8　道路大気の予測地点
	調査地点①
	地名
	用途地域
	車線数

	
	大阪府和泉市春木町

市道唐国久井線
	無指定地
	２
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	調査地点②
	地名
	用途地域
	車線数

	
	大阪府和泉市久井町

国道170号の沿道

（和泉丘病院）
	無指定地
	４
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	調査地点③
	地名
	用途地域
	車線数

	
	大阪府和泉市仏並町

国道170号の沿道

（道の駅いずみ山愛の里付近）
	無指定地
	４
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t

：時間別平均排出量(mL/m・s 又は mg/m・s)

ｎ ：車種分類数

Ｅ

i

：車種別排出係数(g/km・台)

Ｎ

it

：車種別時間別交通量(台/h)

Ｖ

w

：換算係数

窒素酸化物：20℃、１気圧で、523mL/g

浮遊粒子状物質：1000mg/g




図5-1-9　道路の概要及び道路断面　
3 予測手法

廃棄物等運搬車両の走行による濃度の予測は、拡散計算式により行った。また、これにより求めた廃棄物等運搬車両による濃度及び一般交通による濃度を、現況における環境濃度と重合して将来濃度を予測した。

予測手法は、図5-1-10に示すとおりである。
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図5-1-10　廃棄物等運搬車両排ガスの予測手順
ア　予測モデルと予測条件

1） 予測モデル

a. 排出源位置

排出源位置の概念図は、図5-1-11に示すとおりであり、排出源は連続した点煙源とし、予測断面の前後20ｍは２ｍ間隔、その両側180ｍは10ｍ間隔として、前後400ｍにわたって配置した。また、排出源高さは1mとした。
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図5-1-11　排出源の位置（概念図）
b. 拡散計算式

拡散モデル式は、「道路環境影響評価の技術手法（2007改訂版）」（(財) 道路環境研究所、2007年）に基づき、有風時（風速1.0m/s超える）はプルームモデル式、弱風時（風速1.0m/s以下）はパフモデル式を用いた。

≪プルーム式：有風時（風速が1m/s を超える場合）≫

	Ｃ(x,y,z)＝
	Ｑ
	exp
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	ここで、

Ｃ(x,y,z)：(x,y,z)地点における大気汚染物質濃度（ppm又はmg/m3）

Ｑ
：点煙源の大気汚染物質排出量（ml/s又はmg/s）

ｕ
：平均風速（m/s）

Ｈ
：排出源の高さ（m）
σy,σz
：次式で表される水平(y)、鉛直(z)方向の拡散幅（m）

・鉛直方向の拡散幅σz

　σz＝σz0＋0.31Ｌ0.83
　ここで、

　σz0：鉛直方向の初期拡散幅（m）
　　　　　遮音壁が無い場合 1.5

　　　　　遮音壁(高さ3m以上)がある場合 4.0

　　　　なお、拡散幅は遮音壁が無い場合の1.5とする。

　Ｌ ：車道部端から距離（Ｌ＝x－W/2）（m）
　Ｗ ：車道部幅員（m）
　　　　なお、x＜Ｗ/2の場合はσz＝σz0とする。

・水平方向の拡散幅σy

　σy＝Ｗ/2＋0.46Ｌ0.81
　　　　なお、x＜Ｗ/2の場合はσy＝Ｗ/2とする。

x
：風向に沿った風下距離（m）

y
：x軸に直角な水平距離（m）

z
：x軸に直角な鉛直距離（m）


≪パフ式：弱風時（風速1m/s 以下の場合）≫

	Ｃ(x,y,z)＝
	Ｑ
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t0
：次式で表される初期拡散幅に相当する時間（s）

t0＝

Ｗ

2α

　ここで、

　Ｗ ：車道部幅員（m）

　α ：以下に示す拡散幅に関する係数（m/s）

α＝

0.3

γ＝
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4 予測対象時期

予測対象時期は、廃棄物等の運搬が最大となると想定される稼働条件の時期とした。
5 予測条件

ア　交通量

予測に用いた将来交通量は、後述の道路交通騒音等の現地調査と併せて実施した現況の交通量調査結果（表5-2-7参照）及び廃棄物等運搬計画を基に表5-1-24に示すとおりに設定した。

なお、廃棄物等運搬車両の台数について、本予測においては安全側の予測とするため、最大搬入台数（大型車90台/日）が分散されずに、それぞれの予測地点に集中した場合を想定して予測を行った。

表5-1-24(1)　将来の年平均交通量（（現況＋増加運搬車両）、２車種分類）

地点１:市道唐国久井線                                                             (単位：台/時)

	　車種

時刻　　　
	北行き
	南行き
	自動車類計

	
	自動車類
	自動車類
	

	
	大型車類
	小型車類
	小計
	大型車類
	小型車類
	小計
	

	0時～ 1時
	12
	78
	90
	19
	30
	49
	139

	1時～ 2時
	13
	26
	39
	15
	19
	34
	73

	2時～ 3時
	21
	24
	45
	25
	11
	36
	81

	3時～ 4時
	19
	30
	49
	23
	16
	39
	88

	4時～ 5時
	16
	67
	83
	42
	18
	60
	143

	5時～ 6時
	69
	37
	106
	44
	70
	114
	220

	6時～ 7時
	75
	88
	163
	53
	173
	226
	389

	7時～ 8時
	121
	187
	308
	67
	611
	678
	986

	8時～ 9時
	115
	269
	384
	109
	682
	791
	1175

	9時～10時
	146(11)
	208
	354(11)
	145(11)
	273
	418(11)
	772(22)

	10時～11時
	157(11)
	199
	356(11)
	175(11)
	269
	444(11)
	800(22)

	11時～12時
	147(12)
	212
	359(12)
	153(12)
	219
	372(12)
	731(24)

	12時～13時
	125(11)
	233
	358(11)
	137(11)
	212
	349(11)
	707(22)

	13時～14時
	157(12)
	266
	423(12)
	132(12)
	193
	325(12)
	748(24)

	14時～15時
	158(11)
	290
	448(11)
	158(11)
	240
	398(11)
	846(22)

	15時～16時
	150(11)
	285
	435(11)
	153(11)
	264
	417(11)
	852(22)

	16時～17時
	142(11)
	347
	489(11)
	149(11)
	247
	396(11)
	885(22)

	17時～18時
	101
	536
	637
	121
	248
	369
	1006

	18時～19時
	46
	490
	536
	89
	204
	293
	829

	19時～20時
	52
	288
	340
	46
	171
	217
	557


	20時～21時
	19
	271
	290
	48
	125
	173
	463

	21時～22時
	19
	205
	224
	22
	81
	103
	327

	22時～23時
	13
	104
	117
	20
	70
	90
	207

	23時～ 0時
	12
	63
	75
	16
	49
	65
	140

	合計(台/日)
	1905(90)
	4803
	6708(90)
	1961(90)
	4495
	6456(90)
	13164(180)


注）表中の(  )は、廃棄物等運搬車両台数（内数）を示す。

表5-1-24(2)　将来の年平均交通量（（現況＋増加運搬車両））、２車種分類）

地点２:国道170号　和泉丘病院                                                      (単位：台/時)
	　車種

時刻　　　
	東行き
	西行き
	自動車類計

	
	自動車類
	自動車類
	

	
	大型車類
	小型車類
	小計
	大型車類
	小型車類
	小計
	

	0時～ 1時
	12
	48
	60
	15
	32
	47
	107

	1時～ 2時
	13
	25
	38
	17
	46
	63
	101

	2時～ 3時
	4
	19
	23
	9
	16
	25
	48

	3時～ 4時
	46
	20
	66
	10
	18
	28
	94

	4時～ 5時
	19
	54
	73
	23
	32
	55
	128

	5時～ 6時
	29
	78
	107
	47
	80
	127
	234

	6時～ 7時
	92
	156
	248
	81
	195
	276
	524

	7時～ 8時
	66
	386
	452
	102
	485
	587
	1039

	8時～ 9時
	180
	448
	628
	67
	616
	683
	1311

	9時～10時
	152(11)
	354
	506(11)
	92(11)
	299
	391(11)
	897(22)

	10時～11時
	86(11)
	400
	486(11)
	124(11)
	349
	473(11)
	959(22)

	11時～12時
	126(12)
	361
	487(12)
	96(12)
	476
	572(12)
	1059(24)

	12時～13時
	93(11)
	294
	387(11)
	145(11)
	337
	482(11)
	869(22)

	13時～14時
	101(12)
	379
	480(12)
	121(12)
	473
	594(12)
	1074(24)

	14時～15時
	107(11)
	433
	540(11)
	140(11)
	362
	502(11)
	1042(22)

	15時～16時
	137(11)
	393
	530(11)
	111(11)
	455
	566(11)
	1096(22)

	16時～17時
	77(11)
	605
	682(11)
	80(11)
	487
	567(11)
	1249(22)

	17時～18時
	83
	592
	675
	81
	513
	594
	1269

	18時～19時
	48
	590
	638
	54
	383
	437
	1075

	19時～20時
	20
	407
	427
	18
	305
	323
	750

	20時～21時
	9
	316
	325
	8
	261
	269
	594

	21時～22時
	4
	241
	245
	17
	192
	209
	454

	22時～23時
	12
	172
	184
	13
	137
	150
	334

	23時～ 0時
	9
	107
	116
	4
	109
	113
	229

	合計(台/日)
	1525(90)
	6878
	8403(90)
	1475(90)
	6658
	8133(90)
	16536(180)


注）表中の(  )は、廃棄物等運搬車両台数（内数）を示す。

表5-1-24(3)　将来の年平均交通量（（現況＋増加運搬車両））、２車種分類）

地点３:市道唐国久井線                                                             (単位：台/時)
	　車種

時刻　　　
	東行き
	西行き
	自動車類計

	
	自動車類
	自動車類
	

	
	大型車類
	小型車類
	小計
	大型車類
	小型車類
	小計
	

	0時～ 1時
	14
	52
	66
	17
	34
	51
	117

	1時～ 2時
	13
	25
	38
	15
	51
	66
	104

	2時～ 3時
	4
	16
	20
	7
	14
	21
	41

	3時～ 4時
	43
	16
	59
	8
	15
	23
	82

	4時～ 5時
	17
	47
	64
	22
	30
	52
	116

	5時～ 6時
	28
	76
	104
	48
	74
	122
	226

	6時～ 7時
	92
	156
	248
	82
	190
	272
	520

	7時～ 8時
	63
	383
	446
	99
	496
	595
	1041

	8時～ 9時
	178
	455
	633
	64
	613
	677
	1310

	9時～10時
	162(11)
	359
	521(11)
	96(11)
	278
	374(11)
	895(22)

	10時～11時
	80(11)
	400
	480(11)
	127(11)
	363
	490(11)
	970(22)

	11時～12時
	124(12)
	348
	472(12)
	103(12)
	471
	574(12)
	1046(24)

	12時～13時
	88(11)
	287
	375(11)
	138(11)
	326
	464(11)
	839(22)

	13時～14時
	94(12)
	366
	460(12)
	116(12)
	463
	579(12)
	1039(24)

	14時～15時
	107(11)
	430
	537(11)
	148(11)
	365
	513(11)
	1050(22)

	15時～16時
	139(11)
	380
	519(11)
	107(11)
	451
	558(11)
	1077(22)

	16時～17時
	73(11)
	616
	689(11)
	82(11)
	483
	565(11)
	1254(22)

	17時～18時
	78
	589
	667
	82
	516
	598
	1265

	18時～19時
	49
	577
	626
	59
	380
	439
	1065

	19時～20時
	16
	393
	409
	11
	303
	314
	723

	20時～21時
	5
	309
	314
	8
	247
	255
	569

	21時～22時
	4
	235
	239
	18
	193
	211
	450

	22時～23時
	7
	162
	169
	16
	142
	158
	327

	23時～ 0時
	9
	110
	119
	3
	101
	104
	223

	合計(台/日)
	1487(90)
	6787
	8274(90)
	1476(90)
	6599
	8075(90)
	16349(180)


注）表中の(  )は、廃棄物等運搬車両台数（内数）を示す。
イ　走行速度

走行速度は、法定速度である50km/hとした。

ウ　大気汚染物質排出量

車両の走行により排出される大気汚染物質の排出量は次式を用いて算出した。
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ここで、
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　道路沿道の予測地点
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　　図 5-1-8　大気質の予測地点位置（道路沿道）
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資料：財団法人 道路環境研究所「道路環境影響評価の技術手法 2007改訂版」（2007年）

自動車排ガスの排出係数は、表5-1-25に示すとおりである。

　

表5-1-25  自動車排ガスの排出係数（平成22年度：走行速度50km/hの場合）

	項 目
	大型車類
	小型車類

	窒素酸化物

(g/km･台)
	1.46
	0.082

	浮遊粒子状物質

(g/km･台)
	0.080
	0.005


資料：国土交通省 国土技術政策総合研究所「国土技術政策総合研究所資料 自動車排出係数の算定根拠」（2003年）の中間年次排出係数（平成22年次）
エ　道路構造

予測対象道路の断面構造は、前掲の図5-1-9に示すとおりである。
オ　気象条件

気象条件は、計画地に近い大気汚染常時監視測定局である緑ヶ丘小学校局（大阪府所管、和泉市緑ヶ丘３－４－１）の平成21年度（2009年4月～2010年3月）の気象観測結果を基に設定した。

風向については、16方位及び弱風時（風速1.0m/s以下）に区分し、時刻別に風向別出現頻度及びその平均風速を設定した。

風速については、地上気象の観測高さが地上18ｍであることから、自動車排ガスの移流高さ（路面高さ＋1m）を考慮し、次式を用いて補正した。
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	ここで、

Ｕ
：高さＨ（m）の風速（m/s）

Ｕ0
：高さＨ0（m）の風速（m/s）

p
：べき指数（郊外に適用される1/5）

Ｈ
：排出源の高さ（m）

Ｈ0
：基準とする高さ（m）




予測に用いた時刻別風向別出現頻度及びその平均風速は、表5-1-26～表5-1-27に示すとおりである。

表5-1-26　時刻別風向別出現頻度

	時刻
	時刻別風向出現頻度（%）

	
	N
	NNE
	NE
	ENE
	E
	ESE
	SE
	SSE
	S
	SSW
	SW
	WSW
	W
	WNW
	NW
	NNW
	弱風時

	1
	1.4
	1.6
	2.2
	3.8
	0.5
	0.3
	0.3
	2.7
	2.5
	2.7
	3.0
	2.7
	4.9
	0.5
	0.3
	0.5
	69.9

	2
	0.8
	0.8
	3.6
	2.5
	0.3
	0.3
	0.5
	1.9
	2.2
	2.7
	3.0
	3.6
	4.1
	0.5
	0.3
	1.1
	71.8

	3
	0.3
	0.8
	1.9
	3.6
	1.1
	0.8
	0.0
	2.2
	1.4
	2.5
	1.9
	4.4
	4.7
	0.3
	1.4
	0.3
	72.6

	4
	0.0
	0.3
	2.5
	3.0
	0.0
	0.0
	0.0
	1.6
	1.9
	2.2
	3.0
	2.7
	4.9
	0.5
	0.3
	0.5
	76.4

	5
	1.1
	1.1
	3.0
	4.9
	0.5
	0.0
	0.0
	1.6
	3.0
	3.0
	2.2
	3.3
	3.6
	1.1
	0.5
	0.0
	71.0

	6
	1.1
	1.1
	2.5
	6.6
	0.5
	0.0
	0.5
	2.2
	2.7
	1.6
	2.7
	3.6
	4.9
	0.0
	0.3
	0.5
	69.0

	7
	1.1
	2.5
	2.5
	5.8
	0.5
	0.3
	0.3
	0.8
	2.7
	2.2
	3.6
	4.4
	3.8
	0.8
	0.8
	0.3
	67.7

	8
	0.5
	3.6
	6.3
	7.1
	0.3
	0.3
	0.0
	0.8
	1.6
	3.0
	4.4
	5.5
	5.2
	0.5
	0.8
	0.5
	59.5

	9
	1.4
	3.8
	11.2
	6.6
	0.5
	0.0
	0.0
	0.8
	1.6
	2.2
	5.5
	8.5
	7.1
	2.5
	0.0
	0.8
	47.4

	10
	1.1
	6.6
	11.0
	6.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.8
	2.7
	5.5
	12.9
	8.5
	5.2
	2.2
	1.4
	36.2

	11
	1.4
	7.4
	9.6
	4.4
	0.5
	0.0
	0.0
	0.5
	0.8
	2.5
	5.8
	14.8
	13.7
	4.4
	3.8
	1.4
	29.0

	12
	1.6
	4.4
	10.7
	3.6
	0.5
	0.3
	0.0
	0.0
	1.6
	1.1
	7.1
	12.6
	20.5
	7.4
	3.3
	1.9
	23.3

	13
	2.5
	5.8
	8.8
	2.2
	0.3
	0.0
	0.0
	0.8
	1.4
	1.9
	5.2
	13.2
	23.0
	10.7
	4.1
	0.8
	19.5

	14
	2.5
	4.7
	6.3
	4.4
	0.3
	0.0
	0.0
	1.1
	1.6
	1.6
	4.7
	19.5
	20.0
	9.9
	3.3
	2.7
	17.5

	15
	3.0
	3.3
	6.3
	3.0
	0.0
	0.0
	0.3
	0.5
	2.2
	2.2
	6.8
	21.4
	23.0
	5.5
	3.8
	3.6
	15.1

	16
	3.3
	3.3
	4.9
	3.6
	0.0
	0.0
	0.8
	0.3
	1.6
	3.3
	6.6
	23.6
	16.4
	4.7
	6.0
	3.0
	18.6

	17
	3.8
	1.4
	5.5
	4.1
	0.0
	0.0
	0.3
	1.4
	2.2
	3.8
	7.4
	17.0
	15.9
	1.9
	3.3
	3.8
	28.2

	18
	4.9
	3.8
	4.1
	2.7
	0.0
	0.0
	0.3
	5.2
	3.6
	2.7
	9.0
	12.6
	7.4
	3.0
	1.4
	3.0
	36.2

	19
	2.7
	4.1
	6.3
	3.3
	0.3
	0.0
	0.0
	4.4
	3.8
	4.1
	6.3
	7.1
	5.2
	1.1
	1.6
	0.8
	48.8

	20
	1.4
	3.8
	6.8
	4.1
	0.3
	0.0
	0.3
	3.6
	2.2
	4.4
	1.9
	3.6
	4.9
	3.0
	0.5
	1.1
	58.1

	21
	2.5
	2.5
	6.0
	3.0
	0.5
	0.0
	0.5
	2.2
	2.5
	3.8
	2.5
	3.3
	6.0
	2.5
	0.3
	0.3
	61.6

	22
	1.1
	1.4
	4.1
	6.6
	0.5
	0.5
	0.0
	0.8
	1.9
	4.1
	1.1
	4.7
	4.4
	1.1
	0.5
	0.8
	66.3

	23
	0.5
	1.4
	5.2
	3.8
	0.8
	0.0
	0.3
	0.8
	2.5
	3.0
	2.5
	4.1
	4.1
	0.8
	1.1
	0.5
	68.5

	24
	0.8
	0.8
	3.8
	4.9
	1.1
	0.3
	0.0
	1.4
	3.0
	3.0
	1.6
	3.6
	4.1
	0.8
	0.8
	1.1
	68.8


表5-1-27　時刻別風向別平均風速

	時刻
	時刻別風向別平均風速（m/s）

	
	N
	NNE
	NE
	ENE
	E
	ESE
	SE
	SSE
	S
	SSW
	SW
	WSW
	W
	WNW
	NW
	NNW

	1
	1.9
	1.7
	1.5
	1.5
	1.1
	1.1
	1.3
	1.3
	2.4
	1.8
	2.2
	2.9
	2.4
	2.9
	1.6
	1.3

	2
	2.5
	1.4
	1.5
	1.5
	1.7
	1.1
	1.5
	1.3
	2.1
	1.8
	1.8
	2.5
	2.4
	1.5
	1.3
	1.5

	3
	1.9
	1.7
	1.8
	1.2
	1.1
	1.1
	
	1.1
	1.9
	1.8
	2.3
	2.4
	2.3
	1.7
	2.2
	1.5

	4
	
	2.6
	1.6
	1.5
	
	
	
	1.3
	1.4
	2.3
	1.6
	2.9
	2.5
	3.7
	3.0
	1.4

	5
	1.9
	1.7
	1.5
	1.5
	1.2
	
	
	1.3
	1.6
	1.8
	1.7
	2.7
	2.9
	1.9
	1.5
	

	6
	1.4
	1.7
	2.0
	1.5
	1.2
	
	1.2
	1.2
	1.7
	2.0
	1.9
	2.8
	2.4
	
	1.1
	1.6

	7
	1.5
	1.4
	1.9
	1.5
	1.1
	1.1
	1.1
	1.1
	1.8
	1.7
	1.8
	2.4
	2.8
	1.7
	1.1
	1.1

	8
	1.4
	1.8
	1.6
	1.7
	1.2
	1.1
	
	1.2
	1.2
	2.1
	1.9
	2.5
	2.5
	1.7
	1.8
	1.4

	9
	2.0
	1.7
	1.6
	1.7
	1.3
	
	
	1.5
	1.9
	2.5
	1.8
	2.6
	2.2
	1.8
	
	1.9

	10
	1.6
	1.5
	1.6
	1.6
	
	
	
	
	1.2
	2.9
	2.1
	2.2
	2.7
	1.6
	1.6
	1.4

	11
	1.5
	1.8
	1.7
	1.6
	1.7
	
	
	1.2
	3.1
	2.5
	2.1
	2.5
	2.1
	1.7
	1.6
	1.2

	12
	1.6
	1.7
	1.9
	1.6
	1.2
	1.1
	
	
	2.5
	2.6
	2.5
	2.3
	2.4
	1.7
	1.9
	1.6

	13
	1.8
	1.6
	1.8
	1.8
	1.2
	
	
	1.7
	3.8
	2.1
	2.3
	2.5
	2.4
	1.8
	1.8
	2.1

	14
	1.4
	1.7
	2.0
	1.6
	1.4
	
	
	1.8
	3.5
	2.2
	2.3
	2.4
	2.2
	1.9
	2.0
	1.8

	15
	1.7
	1.8
	1.8
	1.9
	
	
	1.3
	2.0
	2.7
	2.2
	2.1
	2.4
	2.0
	1.7
	1.9
	1.8

	16
	1.5
	2.0
	1.8
	1.5
	
	
	1.7
	3.1
	2.8
	2.3
	2.1
	2.3
	2.0
	1.8
	1.8
	2.0

	17
	1.8
	1.7
	1.7
	1.8
	
	
	2.2
	1.5
	2.4
	2.4
	1.9
	2.1
	1.9
	2.0
	1.8
	1.8

	18
	1.8
	1.9
	2.0
	1.5
	
	
	1.1
	1.6
	2.0
	1.5
	1.9
	2.0
	2.1
	1.8
	2.0
	1.7

	19
	1.7
	1.9
	1.7
	1.6
	1.3
	
	
	1.2
	1.8
	1.9
	1.7
	2.1
	2.4
	1.8
	1.8
	1.5

	20
	1.4
	2.2
	1.9
	1.3
	1.1
	
	1.1
	1.4
	1.9
	2.0
	2.0
	2.0
	2.9
	1.8
	1.9
	1.6

	21
	1.4
	2.1
	1.9
	1.4
	1.3
	
	1.1
	1.3
	1.3
	2.4
	1.7
	2.7
	2.6
	1.7
	1.5
	1.1

	22
	1.3
	1.7
	1.7
	1.6
	1.2
	1.1
	
	1.9
	2.0
	2.1
	2.0
	2.5
	2.6
	1.7
	1.5
	1.7

	23
	1.2
	1.6
	1.7
	1.5
	1.5
	
	1.1
	1.2
	1.6
	2.6
	2.3
	3.1
	2.1
	2.2
	1.3
	1.5

	24
	1.3
	1.7
	1.8
	1.5
	1.2
	1.2
	
	1.3
	1.5
	2.7
	2.4
	2.8
	2.7
	1.2
	1.8
	1.4


カ　バックグラウンド濃度

窒素酸化物及び浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度は、予測地点に最も近い大気汚染常時監視測定局（一般局）である緑ヶ丘小学校局の平成21年度の年平均値とした。

表5-1-28予測に用いたバックグラウンド値
	項目
	バックグラウンド濃度

	窒素酸化物(ppm)
	0.011

	二酸化窒素(ppm)
	0.009

	浮遊粒子状物質(mg/m3)
	0.024


キ　窒素酸化物から二酸化窒素への変換等

窒素酸化物年平均値から二酸化窒素年平均値への変換は、財団法人 道路環境研究所「道路環境影響評価の技術手法 2007改訂版」（2007年）に掲載の式を用いた。

変換式は、以下に示すとおりである。

[ＮＯ２]Ｒ＝0.0683[ＮＯＸ]Ｒ0.499(1－[ＮＯＸ]ＢＧ／[ＮＯＸ]Ｔ)0.507
ここで、

[ＮＯＸ]Ｒ
：窒素酸化物の対象道路の寄与濃度 (ppm)

[ＮＯ２]Ｒ
：二酸化窒素の対象道路の寄与濃度 (ppm)

[ＮＯＸ]ＢＧ
：窒素酸化物濃度のバックグラウンド濃度 (ppm)

[ＮＯＸ]Ｔ
：窒素酸化物濃度のバックグラウンド濃度と対象道路の寄与濃度の合計値 (ppm)（[ＮＯＸ]Ｔ＝[ＮＯＸ]Ｒ＋[ＮＯＸ]ＢＧ）

ク　年平均値から日平均値の年間98%値等への換算

予測結果は年平均値で求めたが、環境基準の適合状況を評価するためには、二酸化窒素については１時間値の１日平均値の年間98％値、浮遊粒子状物質については１時間値の１日平均値の年間２％除外値に変換する必要がある。このため、二酸化窒素年平均値から１時間値の１日平均値の年間98％値等への変換には、財団法人 道路環境研究所「道路環境影響評価の技術手法 2007改訂版」（2007年）に掲載の式を用いた。

変換式は、次に示すとおりである。

《二酸化窒素の年間98％値》
[年間98％値]＝ａ([ＮＯ２]ＢＧ＋[ＮＯ２]Ｒ)＋ｂ

ａ＝1.10＋0.56・exp(-[ＮＯ２]Ｒ／[ＮＯ２]ＢＧ)

ｂ＝0.0098－0.0036・exp(-[ＮＯ２]Ｒ／[ＮＯ２]ＢＧ)

ここで、

[ＮＯ２]Ｒ
：二酸化窒素の道路寄与濃度の年平均値 (ppm)

[ＮＯ２]ＢＧ
：二酸化窒素のバックグラウンド濃度の年平均値 (ppm)

《浮遊粒子状物質の年間２％除外値》

[年間２％除外値]＝ａ([ＳＰＭ]ＢＧ＋[ＳＰＭ]Ｒ)＋ｂ

ａ＝2.12＋0.10・exp(-[ＳＰＭ]Ｒ／[ＳＰＭ]ＢＧ)

ｂ＝－0.0155＋0.0213・exp(-[ＳＰＭ]Ｒ／[ＳＰＭ]ＢＧ)

ここで、

[ＳＰＭ]Ｒ
：浮遊粒子状物質の道路寄与濃度の年平均値 (mg/m3)

[ＳＰＭ]ＢＧ
：浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度の年平均値(mg/m3)
2） 予測結果

①　窒素酸化物・二酸化窒素
道路官民境界における予測結果は表5-1-29、寄与濃度変化図は図5-1-12に示すとおりである。

廃棄物等運搬車両走行による道路官民境界での窒素酸化物の寄与濃度は、最大で、0.00021ppm（環境濃度に占める割合は1.3％）と予測された。また、二酸化窒素濃度の１日平均値の年間98％値は、最大で0.026ppmと予測され、各予測地点とも環境基準値を下回っていた。

表5-1-29  道路官民境界における窒素酸化物・二酸化窒素の予測結果（年平均値）

（単位：ppm）

	予測

地点
	道路官民境界の方向
	窒素酸化物（NOX）
	二酸化窒素（NO2）
	環境基準

	
	
	①現況交通量による寄与濃度
	②将来交通量による寄与濃度
	③増加車両による寄与濃度

〔②－①〕
	④バックグラウンド濃度
	⑤将来の

環境濃度

〔②＋④〕
	⑥将来交通量による寄与

濃度
	⑦バックグラウンド濃度
	⑧将来の

環境濃度

〔⑥＋⑦〕
	二酸化窒素

濃度の１日

平均値の

年間98％値
	

	地点①
	西側
	0.00566
	0.00581
	0.00015
	0.011
	0.01681

(0.9%)
	0.00305
	0.009
	0.01205
	0.025
	日平均値の年間98%値が0.04～0.06ppmのゾーン内

または

それ以下

	
	東側
	0.00649
	0.00670
	0.00021
	
	0.01770

(1.2%)
	0.00343
	
	0.01243
	0.026
	

	地点②
	北側
	0.00409
	0.00425
	0.00015
	
	0.01525

(1.0%)
	0.00234
	
	0.01134
	0.024
	

	
	南側
	0.00478
	0.00499
	0.00021
	
	0.01599

(1.3%)
	0.00269
	
	0.01169
	0.025
	

	地点③
	北側
	0.00320
	0.00332
	0.00011
	
	0.01432

(0.8%)
	0.00188
	
	0.01088
	0.024
	

	
	南側
	0.00429
	0.00450
	0.00020
	
	0.01550

(1.3%)
	0.00246
	
	 0.01146
	0.025
	


注) 1.表中の「現況交通量」、「将来交通量」、「増加車両」は、「現況の（年平均）交通量」、「現況の（年平均）交通量と事業実施により増加する廃棄物等運搬車両の（年平均）交通量の和」、「事業実施により増加する廃棄物等運搬車両の（年平均）交通量」それぞれを表す。

2.表中のNOXは窒素酸化物、NO2は二酸化窒素を各々示す。

3.表中の数値は、四捨五入の関係で、表中の数値から計算した場合とは必ずしも一致しない。

4.⑤環境濃度(NOx)欄の(　)内の値は廃棄物等運搬車両による寄与濃度(NOx)の環境濃度(NOx)に占める割合〔③／⑤×100〕を示す。
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北側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             南側
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	凡例：― 現況交通量、― 将来交通量（増加交通量＋現況交通量）


図5-1-12  道路端からの寄与濃度変化図（窒素酸化物年平均値）

②　浮遊粒子状物質
道路官民境界における予測結果は表5-1-30に、寄与濃度変化は図5-1-13に示すとおりである。

廃棄物等運搬車両走行による道路官民境界での浮遊粒子状物質の寄与濃度は、最大で0.00002mg/m3（環境濃度に占める割合は0.1％）と予測された。また、１日平均値の年間２％除外値は、各予測地点とも0.060 mg/m3と予測され、各予測地点とも環境基準値を下回っていた。

表5-1-30　道路官民境界における浮遊粒子状物質の予測結果（年平均値）

（単位：mg/m3）

	予測

地点
	道路官民境界の方向
	①現況交通量に

よる寄与濃度
	②将来交通量に

よる寄与濃度
	③増加車両に

よる寄与濃度

〔②－①〕
	④バック

グラウンド

濃度
	⑤環境濃度〔②＋④〕
	１日平均

値の年間

２%除外値
	環境基準

	地点①
	西側
	0.00060
	0.00062
	0.00002
	0.024
	0.02462

(0.1%)
	0.060
	日平均値の年間２%除外値が0.1mg/m3以下

	
	東側
	0.00069
	0.00071
	0.00002
	
	0.02471

(0.1%)
	0.060
	

	地点②
	北側
	0.00044
	0.00046
	0.00002
	
	0.02446

(0.1%)
	0.060
	

	
	南側
	0.00051
	0.00054
	0.00002
	
	0.02454

(0.1%)
	0.060
	

	地点③
	北側
	0.00034
	0.00036
	0.00001
	
	0.02436

(0.0%)
	0.060
	

	
	南側
	0.00046
	0.00048
	0.00002
	
	0.02448

(0.1%)
	0.060
	


注)1.表中の「現況交通量」、「将来交通量」、「増加車両」は、「現況の（年平均）交通量」、「現況の（年平均）交通量と事業実施により増加する廃棄物等運搬車両の（年平均）交通量の和」、「事業実施により増加する廃棄物等運搬車両の（年平均）交通量」それぞれを表す。

2.⑤環境濃度欄の(  )内の値は廃棄物等運搬車両による寄与濃度の環境濃度に占める割合〔③／⑤×100〕を示す。

3.表中の数値は、四捨五入の関係で、表中の数値から計算した場合とは必ずしも一致しない。

西側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             東側
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　　(単位: mg/m3)　


北側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             南側
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　　(単位: mg/m3)　


北側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             南側
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　　(単位: mg/m3)　


	凡例：― 現況交通量、― 将来交通量（増加交通量＋現況交通量）


図5-1-13  道路端からの寄与濃度変化図（浮遊粒子状物質年平均値）

5.1.2 　影響の分析

（1） 分析の基本的な考え方

大気質の影響の分析は、予測の結果を踏まえ、大気環境への影響が実行可能な範囲内で回避され、又は低減されているものであるか否かについて、明らかにするとともに、環境基準や生活環境の保全上の目標と予測値を対比して、その整合性を検討することにより行った。

（2） 分析の結果

1） 影響の回避または低減に係る分析

大気質の影響を、可能な限り低減するため、引き続き以下の措置を講じることとする。

①　埋立作業による粉じん、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

・事業計画地からの土砂等の飛散防止のため、周囲には植樹を行い、また、外周にはフェンスを設けており、状況により、散水車を用いた散水等の対策を行う。
・産業廃棄物等が飛散・流出しないように転圧締固め、即日覆土を実施する。

・埋立作業機械等は、整備・点検を行うことにより、常に良好な状態で使用し、環境への負荷を軽減する。
②　廃棄物等運搬車両の走行

・廃棄物等運搬時は荷台にシートを掛けることで廃棄物等の飛散防止対策を行う。

・廃棄物等運搬車両は、整備・点検を行うことにより、常に良好な状態で使用し、環境への負荷を軽減する。
・大気質に及ぼす影響を軽減するため、廃棄物等運搬車両等の走行に際しては、制限速度の遵守、駐車時のアイドリング禁止等、運転者に適正走行の周知徹底を図るよう指導する。
・沿道環境を保全するため、廃棄物等運搬車両は、本計画で予定した図3-3の指定ルートを走行するよう指示する。
・廃棄物等運搬車両については、当社フロントサービスセンターより、各工場に搬入台数や出発時刻等の指示を出し、特定の日や時間帯に運搬車両が集中しないように運行指定を行う。
・最終処分場の設置場所は、大阪府生活環境の保全等に関する条例（平成６年大阪府条例第6号）第40条の14第2項の「対策地域」であることから、自社の廃棄物等運搬車両については、適合車等標章（ステッカー）を表示した車種規制適合車を必ず使用し、また、自社以外の廃棄物等を搬入する者に対しては、車種規制適合車等を使用しなければならないことを周知し、また、受付窓口にて適合車等標章（ステッカー）の表示の有無を確認し、表示をしていない者に対しては、車種規制適合車等を使用しなければならないことを指導する。

・廃棄物等運搬車両等の自動車排出ガスによる大気質への影響を軽減するために、自社の廃棄物等運搬車両については、燃費の管理及び乗務員教育によりエコドライブを推進し、また、自社以外の廃棄物等を搬入する者に対しては、ポスター等の設置によるエコドライブの啓発活動を実施する。

以上のことから、埋立作業による粉じん、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質並びに、廃棄物等運搬車両の走行による排出ガスが周辺環境に及ぼす影響は、実行可能な範囲で回避・低減されていると分析する。
2） 生活環境の保全上の目標との整合に係る分析

1 埋立作業による粉じん

生活環境の保全上の目標は、「大部分の地域住民が日常生活において支障がない程度であること。」とした。

ビューフォート風力階級表によれば、砂やほこりが立ちはじめるのは風力階級４以上となっている。風向別・風速階級別出現頻度の結果では、風力階級４以上が発生する頻度は年間で3.8％（風力階級４：3.4％、風力階級５：0.4％）と低い頻度となっていた。また、事業計画地の敷地境界には、フェンス等の設置及び処分場周辺には森林緑地が広がっていることから、粉じんの飛散防止となっている。

以上のことから、埋立作業による粉じんの影響は小さいと考えられることから、生活環境の保全上の目標との整合が図られていると分析する。

2 埋立作業による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

生活環境の保全上の目標は、「大気質に係る環境基準との整合が図られていること。」とした。

二酸化窒素は、年平均値の寄与濃度(NOX)が直近住居側敷地境界で0.001234ppm、直近住居で0.000068ppm、１日平均値の年間98％値(NO2)が直近住居側敷地境界で0.026ppm、直近住居で0.025ppmと予測され、環境基準値を下回っていた。浮遊粒子状物質は、年平均値の寄与濃度が直近住居側敷地境界で0.000254mg/m3、直近住居で0.000014mg/m3、１日平均値の年間２％除外値が直近住居側敷地境界で0.057mg/m3、直近住居で0.056mg/m3と予測され、環境基準値を下回っていた。また、環境濃度に対する寄与割合は、窒素酸化物で0.61～16％、浮遊粒子状物質で0.06～1.8％となっていた。

以上のことから、埋立作業による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の影響は小さいと考えられることから、生活環境の保全上の目標との整合が図られていると分析する。

3 廃棄物等運搬車両による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

生活環境の保全上の目標は、「大気質に係る環境基準との整合が図られていること。」とした。

廃棄物等運搬車両走行による道路官民境界での窒素酸化物の寄与濃度は、最大で、0.00021ppm（環境濃度に占める割合は1.3％）と予測された。また、二酸化窒素濃度の1日平均値の年間98％値は、最大で0.026ppmと予測され、各予測地点とも環境基準値を下回っていた。浮遊粒子状物質の寄与濃度は、最大で0.00002mg/m3（環境濃度に占める割合は0.1％）と予測された。また、１日平均値の年間２％除外値は、各予測地点とも0.060 mg/m3と予測され、環境基準値を下回っていた。

以上のことから、廃棄物等運搬車両走行による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の影響は小さいと考えられることから、生活環境の保全上の目標との整合が図られていると分析する。
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